
  

 

 

 

 

 

 

 

計算書に対する注記

1. 重要な会計方針

(1)資産の範囲について

資産の範囲には現金、普通預金を含めることにしている。

なお、当期末残高は4.に記載するとおりである。

2. 基本財産の増減及びその金額は次のとおりである。

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定期預金（長期） 33,800,000 0 0 33,800,000

普通預金 0 0 0 0

合計（基本金） 33,800,000 0 0 33,800,000

3. 積立金の増減及びその金額は次のとおりである。

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定期預金（短期） 0 3,500,000 0 3,500,000

合計 0 3,500,000 0 3,500,000

4. 次期繰り越し収支差額の内容は次のとおりである。

科目 前期末残高 当期末残高

現金 0 0

普通預金 2,896,699 791,451

合計 2,896,699 791,451

次期繰越収支差額 0 791,451  
 


